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1　 は じめ に

　致育速成の階級差を説明す る説の ひ とつ に ．学咬 と階級下位文

化の 文化的不i蝋 を指挽する説がある．この 艶畏で報告する ．バ

ジ
ー

ル ・バ ーン ス テ ィ ンの 社会言語コ ードの 1！齡 は、コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ：J ン 1兼式 の 而か ら，そう した 文化（1：J不迷続 を諭 じた代袈例 で

あ る．

　文化的不辿続説にかん しては，労働占階級の下位文化を文化的

に剥 rgされ た状態にあるとみなす （文化的空自
，
　 r員困の 文｛凵 ）

論毒 と．文化棚対主義的 な観点か ら下位文化をとらλ ようとす る

論者の澗の 論争が くりか えされて きた。この種の 論争の 中で ．社

会言語 コード理輪 は．バーンス テ 1 ン臼身の 再三の 反論に もか か

わ らず．文化欠陥 仮説に きわ め て 近い と評価さ れ る こ とが 多い ．

　こ の 発澱では 、ll’会飜昌コ ー硬 1熱 が形成さ れた過梶と．彼自

身の 反論をあ ヒづ りる こ とに よ
一
J て．q とばと孜育達成の 不平等

の 関係に つ い て検討す る ．

2　社会営糖コ ード珊齢 の 生成

　 バ ー
ンス テ ィ ンの研究の 出発点に は、二駆 の 問題意識が存在 し

てい た．弗一に ．労働
．
都 將級の 教育述成力q琢位で ある とい う∫駅

をどの よ うに 説明するか とい うこ と、第二 に ．「象徴の 鉄序 （sy

mbOiic 　o「dl：r）．社会関係、経験の 構造化の あい だ の関係 （脱 nI

stciss．　IYT4．P．17t，〕亅が どの ように霊 じ．変化するか とい うこと

であ る．社会言語 コードの 理論は ，こうした問題意識を背 烈に形

成 されて い る。

　 n 象徴 と経験の 構造化の関 ｛系1こつ い て

　この 関陥をとらλ，る さ い に 彼が依拠したのは ．rサ ピア ・ウa
．

一フの仮説亅 とよば れ る説で ある．この 仮説に よ る と．r個々の

言語の 背 凧的な言語体系 〔つ まり．その 文法）は ．‘1隻に考え を表

明す る ためだけの 再生の 手段で は な くて 、それ 自身，考え を形成

するもの であ り、個人の 知的活動、すなわ ち、自分の i粤た印 象を

分折した り．白分の 蓄λ た知識を総合した りするための指針 で あ

り．手引 きであ る……
亅 。こ の 仮説は．思考が ラ ンゲージ体 系に

依存する こ とを仮定してい る。

　 b 象徴と社会関係の 関係 につ い て

　 」二の 仮説は ．こ となる ラ ン ゲージの 体系の 比較研究か ら導か れ

．
た もの であ る．パ

ー
ン ス テ ィ ン は ．こ とばが交わされ るコ ン テク

ス トの 社会関 係が スビーチ の形式を規定し．さらに、その形式が、

話 者の経 験の 構造 化を方向づ け ると考λ た．彼は ．サ ピア ・ウ
’t

− 一
フの 仮説と岡様の 主張を ．ラ ン ゲ

ー
ジ ので は な くス ピ

ー
チの レ

ベ ル で お こ な っ た ．

　社会関係の特徴は．話 し串と聞 き手の間の 親密 さの 度合い ．共

紅 意識の 度合い か ら考 察され て い る．この 度 合い が 大きい ほ ど，

コ ミ ュ ニ ーシ u ン は共有され た暗黙 の 実【職 に依葎 し、ス ピーチの

上で意味を明示する こ とが少な くな る．い い か λ る と．非齢 ’1的

な コ ミ ュ ケーシ n ン手段の 比 【助 犒 まり．言語 的乎段9）使川はlnI

制 される．い わゆ る阻定コードは、この よ うな コ ミ ェ ニ ケ
ー

シ ロ
．

ン の 場而の ス ピーチの 衷出を規制す る原理で ある．こ う した1．lf．，

関係は、親 しい友人．家族の間 などにみ られ る こ と
．
か 5 ．バ ー

ン

ス テ ィ ンは 、限定コ
ー

卞 に 規制 され た 発言舌は 、階 級をとわ ず あ ら

われる はずだと考えた、

　逆に ．ζの度合い が小さい と．欝語的手段と非1錦凸ll｛1手殿の 比

丞は 逆転 し．ス ビーチ は 、伝達内容を 明示的に しめ す よ うに なる．

この よ うな ） ミ ュ ； ケーシ ョ ンの場に お い て ス ピーチ の表出を規

制するの が納密 コードであ る ．この と き．ス ピーチ に は．特定の

コ ンテ クス トに しばうれない啓還0凱副床力q見れる 。

　 c 祉会構造とス ビーチ

　最終的に ，バ
ー

ン ス テ ィ ン は ．個 々 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ u ンが お

こなわ れる 社会的コ ン テ クス
卩
トをよ り大き な祉会構造に 関連づt’J

た．すなわち．統合が 機械的述帯に も とつ くよ う な杜会構造の も ．

とで は 、成 貝の同質性が強い た めに 、コ ミ ュ ニ ケーシ u ン も暗黙

の 知識にの っ とっ てお こわれ や す く．こ の よ うな 社会で は眼足コ

ードに 規制され たス ビーチが現 れや すい とし た．一方．統合が有

機的連 帯に もとつ くような社会では．梢密コ ードに規制されたス

ピーチhgStれやすい ヒした．

　以上の 調 角を惣 里すると．バーン ス テ ィ ン の い う 「象徴夢矯 ‘，

社会関係．経験の 構造化の関係 亅は ．次の よ うに しめ せ る．

ラン ゲージの体系一スピーチの形式
・．σ味→経験の 隅造fヒ

　　　 　　　 　　　τ規制

社会統合の形 式 → コ ン テ クス トに おけ る社会関係

3　皐r［奪論と宇土会言語コ
ー

ド理論

　コ ードは ．「祉会関 係の 関数 ｛llerhst．t！ilb．　ltJ74．1，．77．〕」 であ

り．スピーチの 形式を規制する．コ ードは．1司時に ．ス ピーチに
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JiEt’Lる．9M ：を規制 して い る ．ス ピーチ の うλ で．愈味を明示す る 形

式の コ ミュ ニ ケ
ー

シ
ー
il ン Eい い か λる と罪君語的 要累に たよ らず

に 再 こな う ：1 ミュ ニ
・
：
’一ン u ン を家庭で学習する 機会に おい ては．

跣級蒲が俸在 する と考 え られ てい る．そして．倣は．この 型の コ

ミ x ニ ケ
ー

シ v ンは 学校で 支配的な型だと主張してい る．その 結

果．ε胃交との湖係にお い て．ラ黝 省階級の子どもは不利 な立場に

S3か れ て い る とされ る．

　この議論 を剥奪論 的だと批 判され たバー
ン ス テ ィ ンは ，二 つ の

や り方で反論を試みて い る ．第一に ．限定 コ ー
ドに規制 され たス

ピーチ に は1tlC，1の 価値が ある とい う反 論であ る．だが．この反論

で は ．労働遇酷級の 子どもが 学校の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に適応 し

に くい とい う瓢rR は 不問 に4．され る．第二 に．「コ ードは．コ ン

ピテ ンス ではなくパ フ 4　一’
？ ン ス ー一一一

これ らの ll1語の チ：j ム ス キ

ー的な恵鯨 におい て一一と関連で
亀
る （Beiirsteiii．1974。p．　t46．）」 、

「コ
ー

ド佩怠は すべ ての 人が共有す る 儒 語的・認期O：1｝コ ン ビ

テ ン スを前提とする （晦 ms しein ，　IYgU．p．口：．】j とい っ た反諭で

あ る．

　 バーン ス テ ィ ンは．コ ン ピ テ ンス とパ フ t 一マ ン ヌLを鰕密 に 分

けてい る．その上 で ．コ ン ピテンス に階級差はない とする．「コ

ード洲隈定的 だか らとい っ て 。子 どもが言語を持たない とか 技術

的 な怠妹 で 言語的に認廓 さtzて い るとい う趣∫尿で は ない ．なぜな

ら．彼は他の 子 ども と同様 ．言語 規則の 体系に つ い ての 略黙の 理
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

解 を椅 っ て い るからだ （［te1
’
11steilV ．　to74．p．19fi，｝」．チ ョ ム ス キ

ーの 使 う意味 での コ ン ビテ ン スは．「理毘q印暈」な話 し乎 ∫の文法的

文 を作り。fij；す る 能力で あ る．パ フ t 一マ ン ス は ．その 珀識が

実際 に運隅され る こ とで ある．

　 と ころ が ．コ ン ピテ ン ス と パ フ 1
一

マ ン ス に か ん して は 次の よ

うな議論もある 。
f子 どもは文it｛IS系を獲得する社会的基嬢の 中

で ．人 ，場所，臼的．その 他の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン様式に閲 して．

その 使用の 体系を も獲徇するの である．・・…・つ まり．伝達耶象の

全ての 要累を．それ らに関す る態度や意見と共に｝堕得す るの で あ

る．……その ような もの を獲徇する とい うこ とが 、子供の 社会言

語能力 （あるい は もっ とひろ く伝達能力〕なの であ り．それ は そ

の 祉会に 単に 話す こ とがで きる成 貫として で は な く、コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ g ン が で きるtimaと して 参加す る能力なの で ある （ハ イ ム ズ，

s979．P。le7．〕」．

．
コ ン ビテ ンスの 概念は、「知識に限定されてい るの で あ り、知

識の 中でも文法の 知識に限定さ れて い るの で ある．したが r》て ．

それは話 し手の その 他の暗黙 の 知識 と能力を、ほ とん ど検討され

てい ない 「言言吾瀏 11」 【＝ 「パ フ ォ
ー

マ ン ス J1 とい う概念の 下

に 一縞 くた に し ．混乱 した まま に放 置 し て い る の で あ る （ハ イ∠、

」 ．tg7Y．：」t　12s．）丿．

　バ ーン ス テ ィ ン は ．コ ン ビテ ン ス を ，全ての 人が暗黙の う ちに

「知っ て い る亅 文法的属 跛と して 考λ て い る ようで ある．｛皮に お

い て ．コ ン ビテ ン スは 祉会的学習の 結果で はない ．生得的な
・
もの

で ある．この よ う な rコ ンビテ ンス に お ける平等」 の 三｛1，；KttL．コ

ン ピテ ン 7．の 瓜伝説を否定する もので しかない ．実際には．ハ イ

ム ズの い う伝達能力に おい て階椶 が存在してい る ． それは．n

常校 で使われ る嬲彙や い い わ ましを知1らない こ と．b そ Atらを 知

っ てい て も‘・EJIIの 動機づ けが さ れ ない ことなどに そ の 原因 が あ る ．

4　 まとめ

　バ ー
ンス テ ィ ン の い う意味で コ ン ピテ ン ス に階級麗が ない と し

て も．ハ イム ズ の い う意味に お い て は ．伝達能力に は 階級薨が 存

在する．さらに．ス ピーチの 形式と意味が 話し手の 思考 を左右す

るとい うバーンス ティ ンの 荊礎か らすれば．伝漣 能力の荘…は、認

知面の 欠陥を意味するはずである．しか し．彼は 、觀 1課暇鴨臼へ

の反論 を．意識す るあ ま り，コ ードは パ フ ォ
ーマ ンス の レ ベ ル にの

み閲連すると主張 した．この反 論は、社会 言語 コード理論に たい

する批判に正 面か ら答え る もの で は ない ．伝達 能力 とい う憩 卑の

能力に おい て ．階級差が存在 す る可1闇生は検評1され ない か ら であ

る ．

　学校以外の コ ン テ クス トに お い て は．中皹 告級 と労働 茜階級の

立場 は逆輯す るか もしれない ．伝達能力は ．コ ンピテ ン スの 阻念

の ごとく蟹遍的で はなく．個 々 の コ ン テ クス トに特有な
・
もの だか

らである．この ような貝地 に立て ば．精密 コ ー
ドば．バ ーン スラ

’

イ ン が示竣す る よ うに あらゆ る コ ミ コ．ニ ケ
ー

シ 三1ン 様 式へ の 適応

能力ではなく、学佼致育の限 られte領域 へ の適L削彪力をもたら す

と考 λられ る。そ して．学校に もとめ られることは ．欠陥とい う

観織か らで はな しに 、生徒が学校外で学留 す る 多様な 1謎 ‘削 1を

正当に謬
」

陥師する こ と、さ らに 、学校 で必 要と され る 伝達1趨 丿を欠

い てい る暫に たい して、その伝 達能 力を習褥 させ る 方法 を探求す

る こ と だと考え られる ．

，
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